

















の だ いっ ぺい
野 田 平
E里 字 博 士
第 5 974 巧r::J 
昭和 58 年 3 月 25 日
理学研究科 高分子学専攻
















(1)式に示したモノマ一合成の為にα ， ω ー μ- (CH2 )nーピス(ジエン)とメタルカルボニルとの反応を
調べた。 Fe3 (CO)12 との反応では予想したμ ー (CH 2 )n ーピス [Fe(CO)3- ジエン〕が収率よく得られる
のに対し， RU3(CO)12 との反応では (CH 2 )nの鎖長により生成物の構造は著しく異なる。 n=3 のとき
は分子内反応により μ ー (CH2 )3-Ru(CO) (ジエン) 2 のみが生成するが， n孟 4 のときは目的のμ ー (CH2)n 
-ピス [Ru(COh ージエン〕が得られた。さらに， (1)式による縮合重合を行なう為に，いくつかの反応
を試みた。
(2)式のピニル型モノマーとしてベンタジエン-M(CO)3 (M=Fe , Ru) を有するピニルエーテルを合
成し，カチオン重合により収率よく目的のポリマーを得た。
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有機金属部分として，空気中安定でしかも適当な反応性のある 1 ， 3- ジエン鉄トリカルボニルまたは
1 ， 3- ジエンルテニウムトリカルボニル基を持つものを用いた。縮合重合法では生成物が不溶化し良い
ポリマーは得られなかったが，イオン重合法ではとくにピニルエーテル基を持つ有機金属の時，容易
に高重合体が得られ，空気中安定な膜を作る事に成功した。この膜をヨウ素を用いてドープすると半
導性を示し，その値 (---10- 3[J-l cm- 1 ) は従来の類似型のポリマー
と比べ約 1 万倍に達した。
(例えばポリピニルフェロセン)
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野田君の研究は以上述べたようにジエン金属トリカルボニル構造を側鎖に持つポリマーが溶媒可溶
で空気中安定な透明な膜を作り， しかもドーピングによって半導性を持つ取扱い容易な高分子材料と
なる事をはじめて見出したものであり，理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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